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『
言
語
文
化
』
第
30
号
を
お
届
け
す
る
。
今

号
も
、
言
語
文
化
研
究
所
の
旺
盛
な
活
動
を
反

映
し
た
充
実
し
た
内
容
と
な
っ
た
。

ま
ず
第
一
特
集
「《
植
物
を
描
く
／
植
物
で

描
く
》」
は
、大
原
ま
ゆ
み
氏（
芸
術
学
科
教
授
）

企
画
に
よ
り
二
〇
一
二
年
度
十
二
月
二
日
に
行

わ
れ
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
基
づ
く
も
の
で
あ
り
、

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
記
録
を
含
め
て
当
日
の

内
容
を
伝
え
て
い
る
。「
植
物
の
造
形
表
現
に

つ
い
て
ド
イ
ツ
語
圏
の
美
術
史
を
専
門
と
す
る

研
究
者
が
集
ま
り
、
互
い
の
得
意
分
野
を
切
り

口
と
し
て
、
こ
の
地
域
で
は
植
物
を
い
か
に
造

形
化
し
て
き
た
か
、
ま
た
植
物
造
形
を
通
じ
て

何
を
伝
え
よ
う
と
し
て
き
た
か
を
改
め
て
問
い
、

植
物
造
形
の
可
能
性
に
つ
い
て
考
え
る
」
試
み

に
参
加
い
た
だ
い
た
方
々
に
つ
い
て
は
、
特
集

中
の
大
原
氏
に
よ
る
紹
介
を
ご
覧
い
た
だ
き
た

い
。

つ
ぎ
に
第
二
特
集
「
ケ
ー
ジ
と
シ
ェ
ー
ン
ベ

ル
ク
―
―
ジ
ョ
ン
・
ケ
ー
ジ
生
誕
百
年
記
念
」

は
、
樋
口
隆
一
氏
（
芸
術
学
科
教
授
）
発
案
に

よ
る
五
月
十
九
日
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
よ
る
も

の
で
あ
る
。
セ
ヴ
リ
ン
・
ネ
フ
氏
、
ジ
ョ
エ
ル
・

フ
ェ
イ
ギ
ン
氏
を
始
め
と
す
る
参
加
・
執
筆
の

方
々
の
紹
介
は
、
特
集
中
の
樋
口
教
授
に
よ
る

ペ
ー
ジ
を
ご
参
照
い
た
だ
き
た
い
。

　
　
　
　

＊

そ
の
ほ
か
一
二
年
度
の
企
画
と
し
て
は
、
ま

ず
斉
藤
綾
子
氏
（
芸
術
学
科
教
授
）
が
組
織
し

た
大
規
模
な
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
一
九
六
〇

〜
七
〇
年
代
日
本
映
画
と
世
界
―
―
ど
の
よ
う

に
見
ら
れ
、
語
ら
れ
た
か
」
を
、
十
一
月
十
日

に
行
っ
た
。
そ
の
時
期
の
日
本
映
画
が
ど
の
よ

う
に
世
界
で
受
容
さ
れ
語
ら
れ
て
き
た
の
か
を
、

「
北
米
、
欧
州
、
ア
ジ
ア
、
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ

と
い
っ
た
大
陸
を
越
え
た
各
国
か
ら
研
究
者
が

一
同
し
」、「
世
界
規
模
で
把
握
、
検
証
す
る
」

貴
重
な
試
み
で
あ
っ
た
。

ま
た
、
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
・
ア
ル
ヒ
ー
フ
（
資

料
館
）
所
長
エ
ル
ン
ス
ト
・
ヘ
ル
ト
リ
ヒ
博
士

に
よ
る
「
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
連
続
講
演
会
」
が
、

十
一
月
十
九
日
か
ら
十
二
月
十
三
日
に
か
け
て
、

樋
口
教
授
司
会
の
も
と
で
四
回
行
わ
れ
た
。

さ
ら
に
音
楽
の
催
し
と
し
て
、
前
年
に
続

き
寺
本
圭
佑
氏
（
本
学
非
常
勤
講
師
）
企
画
に

よ
る
「
ケ
ル
テ
ィ
ッ
ク
・
ク
リ
ス
マ
ス
」
を
、

十
二
月
六
日
に
行
う
こ
と
が
で
き
た
。
こ
れ
は

「
ウ
ェ
ー
ル
ズ
語
の
挨
拶
な
ど
を
学
び
、
ウ
ェ

ー
ル
ズ
語
の
ク
リ
ス
マ
ス
ソ
ン
グ
を
歌
う
ワ
ー

ク
シ
ョ
プ
」
と
、「
ア
イ
リ
ッ
シ
ュ
・
ハ
ー
プ
、

フ
ィ
ド
ル
、
ク
ラ
シ
ッ
ク
ギ
タ
ー
、
歌
に
よ
る

ウ
ェ
ー
ル
ズ
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
、
ス
コ
ッ
卜
ラ

ン
ド
の
音
楽
」
演
奏
か
ら
な
る
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　

＊

他
方
、
特
集
以
外
の
寄
稿
の
う
ち
、
岡
本
章

氏
（
芸
術
学
科
教
授
）
に
よ
る
「
現
代
能
『
春

と
修
羅
』
上
演
と
討
議
」
と
そ
の
「
上
演
台
本
」

は
、
二
〇
一
一
年
度
の
研
究
所
企
画
と
し
て
十

月
八
日
に
行
わ
れ
た
舞
台
上
演
と
討
議
の
記
録

で
あ
る
。
宮
沢
賢
治
の
こ
と
ば
の
断
片
の
再
構

成
に
よ
る
現
代
能
の
試
み
を
、
こ
の
誌
上
に
紹

介
で
き
る
こ
と
は
喜
ば
し
い
。

ス
ー
ザ
ン
・
モ
ワ
ッ
ト
氏
の
寄
稿
は
、
同
じ

く
二
〇
一
一
年
度
の
研
究
所
企
画
と
し
て
一
二
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年
の
二
月
十
四
〜
十
六
日
に
行
わ
れ
た
、
詩
人

ポ
ー
ル
・
ハ
ラ
氏
（
英
文
学
科
准
教
授
）
の
詩

作
品
を
出
発
点
と
す
る
詩
と
美
術
と
音
楽
の

共
同
作
業
、"In

terru
p

ted
 Lan

d
in

g"

の
う
ち
、

美
術
家
モ
ワ
ッ
ト
氏
（Ed

in
b

u
rgh

 C
o

llege o
f 

A
rt

、In
term

ed
ia A

rt D
ep

artm
en

t

講
師
）
の

講
演
内
容
を
改
め
て
原
稿
化
し
て
い
た
だ
い
た

も
の
で
あ
る
。
そ
の
試
み
で
は
、
モ
ワ
ッ
ト
氏

の
ビ
デ
オ
作
品
と
、
ポ
ー
ル
・
ヘ
ン
ダ
ー
ソ
ン

氏
の
音
楽
演
奏
と
、
ハ
ラ
氏
の
詩
作
品
（
お
よ

び
富
山
に
よ
る
そ
の
翻
訳
詩
）
の
朗
読
が
組
み

合
わ
さ
れ
た
。

ま
た
、
末
永
理
恵
子
氏
と
森
本
美
恵
子
氏
に

よ
る
「
日
本
近
代
音
楽
館
所
蔵
資
料
紹
介（
一
）

大
田
黒
元
雄
文
庫
収
蔵　

ド
ビ
ュ
ッ
シ
ー
『
ペ

レ
ア
ス
と
メ
リ
ザ
ン
ド
』
初
版
ス
コ
ア
を
め
ぐ

っ
て
」
は
、
貴
重
な
資
料
発
掘
の
記
録
で
あ
る
。

両
氏
は
、
本
学
図
書
館
付
属
の
日
本
近
代
音
楽

館
音
楽
司
書
で
あ
る
。

生
田
康
夫
氏
に
よ
る
「『
イ
ー
リ
ア
ス
』
に

お
け
る
怒
り
・
再
考
」
は
、
本
研
究
所
に
お
け

る
多
年
に
わ
た
る
「
ホ
メ
ロ
ス
輪
読
会
」
の
成

果
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。

　
　
　
　

＊

そ
の
「
ホ
メ
ロ
ス
輪
読
会
」
を
始
め
と
し
て
、

研
究
所
で
は
一
二
年
度
も
こ
れ
ま
で
と
同
様
に
、

「
記
号
哲
学
研
究
会
」、「
読
む
短
歌
・
詠
む
短

歌
」、「
タ
イ
語
講
座
」
な
ど
の
研
究
会
・
読
書

会
の
活
動
を
着
実
に
続
け
た
。

（
富
山
英
俊
）


